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「ざっしがね　へんしんできる　おかしのはこに」新ぼ　さや（朽木）

ホームページ
■ 4 月掲載分締切　3 月 12 日（火）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
…ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 5 月号締切　3 月 25 日（月）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）
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すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　３月 25 日必着（掲載は５月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

みんなでつくるみんなのページ

みんなで

　平成 25 年度ごみカレンダー
を３月中旬頃、各区・自治会を
通して配布します。
　「ごみの分け方・出し方」は「平
成 23 年４月発行　保存版」を
引き続きご使用ください。
　ご家庭に「ごみカレンダー」
が届かない方は、市民課、環境
政策課、各支所で配布していま
すので、そちらでお受け取りく
ださい。また、高島市のホーム
ページにも掲載しますので、印
刷してご活用ください。

環境政策課
　 （25）8123

　滋賀県では、琵琶湖の栄養を
吸収して育った水草を、かつて
のように農地で有効利用するた
め、水草をたい肥化しています。
　この水草たい肥を、次の日程
で無料配布します。

▼配布日時　３月 10 日（日）
　　　　　　　10 時～ 15 時
▼配布場所　今津町今津南浜
　　　　　（本庁舎建設予定地）
※この水草たい肥には、琵琶湖
の貝殻やゴミ、石ころの他、雑
草の種が入りこんでいることが
ありますので、ご了承願います。
　このたい肥を広く普及してい
くため、アンケートへのご協力
もお願いします。

公益財団法人
　　 淡海環境保全財団
　 077（524）7168
　滋賀県琵琶湖政策課
　 077（528）3463

琵琶湖の力で育てよう !!
～水草たい肥　無料配布～

　これまで、県
や市では関係団
体とともにレジ
袋を削減するた
めにマイバックの持参運動を推
進してきました。
　更なる取り組みを進めるため
に、事業者、県民団体、行政の
３者で協定を締結して、平成
25 年４月１日から、滋賀県内
の多くのスーパーマーケットの
食品売場等で、レジ袋の無料配
布が一斉に中止されることにな
りました。
　レジ袋の削減はごみの減量だ
けでなく、省資源や地球温暖化
の防止につながるものです。買
い物にマイバックを持参する行
動をきっかけとして、地球にや
さしいライフスタイルを考えて
みませんか。
　皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

①天然資源の削減量(原油換算)
　＝８. ２ml
　貴重な資源を大事に使うこと
ができます。
②ごみの発生削減量＝６. ８ｇ
　最終処分削減量＝０. ３８ｇ
　マイバッグ等を持参し、不要
なレジ袋を断ることで、無駄に
捨てられているごみの量を減ら
すことができます。
③二酸化炭素削減量＝３３g-CO2
　レジ袋の原料採掘・製造から
処理までに排出される二酸化炭
素を削減できます。

『レジ袋』の使用を
１枚減らした場合の効果

買い物ごみ減量推進
　 フォーラムしが
　 077（528）3472

参考資料「３Ｒ行動見える化ツール
　　　　　３Ｒ原単位の算出方法」

　男性自主グループ＂やんちゃ
おやじの会＂主催の健康ウォー
キングを実施します。春の瀬
田川流域を、桜を眺めながら
気持ちよく歩いてみませんか。
約 10㎞の平坦なコースを歩き
ます。どなたでもご参加できま
す。コースの詳細パンフレット
は各保健センターに置いてあり
ます。

▼日時　４月 10 日 ( 水 )　
　　　　９時～ 16 時 30 分　
※小雨決行（雨天中止の場合は、

お電話でお知らせします。）
▼集合場所・時間
　高島保健センター ８時 45 分
▼定員　１００人
　　（定員を超えた場合は抽選）
▼参加費　２，０００円
　　　　（拝観料・バス ･ 保険・
　　　　　写真代等）当日徴収
▼持ち物　お弁当・お茶 ･
　　　　　タオル ･ 雨具等
▼募集期間　３月 15 日（金）
　　　　　　消印有効

（締め切り後、抽選結果を返信
ハガキにてお知らせします）
▼申込方法　往復ハガキ
　往復ハガキ一枚につき３人ま
で申し込み可。
　参加希望者全員の氏名と、代
表者の住所・電話番号をご記入
ください。

・ 〒 520 ー 1121
　　　高島市勝野６８０
　　　高島保健センター
　 （36）8008

お知らせ

平成 25 年度
ごみカレンダーの配布

募　集

４月１日から、
一部の店舗でレジ袋の
無料配布が中止されます

春の健康ウォーキング
～唐橋・桜並木・　　　
　　南郷洗堰・石山寺～

21 2013. ３月号


